
第1部

日本在留中の切替が

おすすめ！

TEL: 03-1234-1111
第12回アスクル学術会セミナー事務局

第2部

建設分野で技能実習生を受け入れている企業の皆様へ

技能実習生にこれからも自社で働いて欲しいと思っていませんか？
特定技能制度を活用すれば、あと５年間、実習生に継続して働いてもらうことが
できます！
建設分野では、特定技能外国人の受入事業を行うため、平成３１年４月、専門工事業
団体と元請建設業者が（一社）建設技能人材機構（ＪＡＣ）を設立しました。

技能実習から特定技能への移行には
こんなメリットがあります！

TEL 03-6453-0220 https://jac-skill.or.jp/

一般社団法人建設技能人材機構（ＪＡＣ）

●技能実習時と同じ職種で働くのであれば、技能評価試験や日本語試験を
受ける必要なし

●受入企業が一定の要件をみたせば、登録支援機関を介さなくても
よい（※１）ので、監理費の削減ができる

●建設分野では、ＪＡＣや（一財）国際建設技能振興機構（ＦＩＴＳ）が
企業や特定技能外国人をサポート（相談・苦情、非自発的転職支援等）

●実習生が日本にいる間に「特定技能」へ切り替えれば、費用負担を
抑えられます（ベトナムの場合）

●優秀な外国人には、将来的に特定技能２号として在留期間の更新期限
なしで就労してもらうことが可能

●「特定技能１号」への切替え手続きに時間がかかりそうでも、４カ月間
は特定活動の資格で就労できるから安心（※２）

（※１） 受入企業が必要な支援体制を有していない場合は
登録支援機関に全部委託をする必要がある

（※２） 新型コロナウィルス感染症の影響がある場合

詳しくは、ＪＡＣまでお問合せください！


